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編 集

後 記
　育児をするお父さんの取材を通して、たくさんの素敵
なイクメンに出会いました。普段は仕事を持っているお
父さんたちですが、皆さん忙しいながらも我が子とふれ

あう時間を大切にされていて、お父さんも抱っこされた子どもたちも
自然体で、その周りには決まって家族の笑顔が広がっていたのが印象
的でした。
　別の日に行われた親子対象の催し会場で、今度はお母さんたちに夫
の育児についてたずねてみました。「平日の夜だけでなく休日も協力し
てほしい」といった意見が多い一方で、「育児は無理でも家族のために
毎日遅くまで働いてくれてありがたい」とねぎらう声も聞かれました。
　たとえ夫婦のかたちは違っても、お互いを思いやり、できることを協
力しあうことで、家族みんなが笑っていられたら、それが理想だと思い
ます。　ふ

も
の
づ
く
り

 

こ
う
か

甲賀市工業会についての問い合わせ
甲賀市工業会事務局（商工観光課）
☎ 65‐0709　 63‐4087

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
甲
賀

市
工
業
会
に
加
盟
さ
れ
て
い

る
、
も
の
づ
く
り
企
業
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

社
寺
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
建
設
事
業
を
展
開

　
「
麗
し
い
木
の
家
づ
く
り
」を
続
け
る
当

社
は
、先
代
か
ら
培
って
き
た
、社
寺
建
築
と

い
う
大
き
な
財
産
を
守
る
と
と
も
に
、新
し

い
時
代
に
向
け
て
、住
宅
や
店
舗
、マ
ン
シ
ョン
、

事
務
所
、工
場
、官
公
庁
工
事
と
いっ
た
あ
ら

ゆ
る
建
築
と
土
木
・
不
動
産
の
事
業
を
拡
大

す
る
こ
と
で
未
来
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
、神
社
・
仏

閣
造
り
は
、特
殊

な
技
術
者
を
養
成

し
、調
査
・
設
計
か

ら
原
寸
・
加
工
さ
ら

に
は
現
場
の
組
み

立
て
作
業
と
経
験

豊
富
な
社
員
に
よ
り
数
々
の
殿
堂
造
り
を

事
務
所
に
隣
接
す
る
工
場
に
て
作
業
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
店
舗

関
係
で
は
、敷
地
の
確
保
か
ら
開
発
、造
成
、

建
築
ま
で
一
貫
し
て
行
っ
て
お
り
、短
期
間

で
の
開
店
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

文
化
遺
産
の
伝
承
に
貢
献

　

当
社
の
施
工
す
る
物
件
の
7
〜
8
割
を

神
社
・
仏
閣
が
占
め
て
い
ま
す
。社
寺
は
昔

か
ら
人
々
に
な
じ
み
も
深
く
、そ
の
建
築
に

興
味
を
持
つ
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。人
々

の
心
を
大
ら
か
に
し
、後
世
に
残
る
日
本
の

建
築
文
化
の
構
築
に
携
わ
る
充
実
感
は
何

事
に
も
替
え
難
い
も
の
で
す
。競
争
激
化
の

時
代
の
中

で
も
若
い

技
術
者
の

育
成
に
力

を
入
れ
、

今
後
も
日

本
の
文
化

遺
産
の
伝

承
に
貢
献

し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
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甲賀ポン蔵
Ⓒ 2008 甲賀市工業会

か
た
お
か　
　
せ
い
ぞ
う

▲お話を伺った片岡代表取締役

▲今年7月に完成した市内の寺院

未
来
に
ひ
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が
る
夢
を
創
造

株
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会
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片
岡
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す
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市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。

今月の納税等

納期限は11月30日（火）です。

●国民健康保険税（８期）
●保育料・幼稚園使用料
●介護保険料（８期）
●後期高齢者医療保険料
●公共下水道使用料
　農業集落排水施設使用料
　処理施設使用料

平成22年

NO.20

11 15

▲ 信楽小児童が制作した信楽透器のランプシェード、
　 信楽まちなか芸術祭で展示中（関連記事は7ページ）
▲ 信楽小児童が制作した信楽透器のランプシェード、
　 信楽まちなか芸術祭で展示中（関連記事は7ページ）
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災
害
時
の
福
祉
避
難
所
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　

元
気
な
ま
ち
か
ど

　
　

伴
谷
小
学
校
親
子
体
験
教
室
／
忍
者
の
里
杯
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会　

　
　

国
際
交
流
協
会
ハ
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／
大
原
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の
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父
親
を
楽
し
も
う

父
親
を
楽
し
も
う

花 木 鳥ササユリ スギ カワセミ

甲賀市の花・木・鳥
旧町で定められていた花・木・鳥は、
これからも身近な地域のシンボルとし
て大切にしていきます。



　

夫
婦
共
働
き
の
家
庭
が
多

く
な
っ
て
い
る
な
か
、出
産

後
も
仕
事
を
続
け
た
い
と
望

ん
で
い
る
女
性
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
実
際
に

は
、仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が

難
し
く
、働
く
女
性
の
約
6
割

が
第
一
子
の
出
産
前
後
に
仕
事

を
辞
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、男
性
が
子
育
て
に
費
や
す
時

間
は
1
日
30
分
程
度
と
い
う
デ
ー
タ

も
あ
り
、男
性
の
育
児
時
間
が
少
な
い

こ
と
も
女
性
の
負
担
を
大
き
く
し
て
い

る
一
因
と
い
え
ま
す
。

　

一
方
で
、育
児
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
男
性
も
増
え
て
い
ま
す
。内
閣
府
の

調
査
に
よ
る
と
、子
育
て
中
の
父
親
の

う
ち
、仕
事
と
育
児
に
同
じ
く
ら
い
か

か
わ
り
た
い
と
い
う
人
の
割
合
が
約
7

割
に
上
っ
て
お
り
、男
性
の
育
児
参
画

に
対
す
る
意
識
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

多
く
の
男
性
が
育
児
に
か
か
わ
り

た
い
と
思
っ
て
い
な
が
ら
、長
時
間
労

働
に
よ
る
仕
事
中
心
の
生
活
が
、男
性

の
育
児
参
画
を
妨
げ
て
い
ま
す
。厚
生

労
働
省
の
平
成
21
年
度
雇
用
均
等
基

本
調
査
に
よ
る
と
、育
児
休
業
取
得
率

は
女
性
の
85
・
6
%
に
比
べ
、男
性
は

1
・
72
%
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

市
が
行
っ
た
意
識
調
査
で
は
、男
性

が
育
児
休
業
を
取
得
し
た
こ
と
が
な
い

理
由
と
し
て
、「
配
偶
者
が
育
児
を
行
っ

た
か
ら
」が
7
割
を
占
め
た
他
、「
収
入

が
減
少
し
、家
計
に
影
響
す
る
か
ら
」

「
仕
事
が
忙
し
く
休
め
る
状
況
で
は
な

か
っ
た
か
ら
」「
職
場
で
理
解
が
得
ら

れ
な
い
な
ど
、休
み
に
く
い
雰
囲
気
が

あ
っ
た
か
ら
」と
い
う
回
答
の
割
合
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、今
年
6
月
に
育

児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
法
で
は
、子
育
て
中
の
働
き
方
を

見
直
し
、父
親
の
育
児
休
業
の
取
得
が

促
進
さ
れ
、男
性
も
子
育
て
が
で
き
る

働
き
方
の
実
現
を
め
ざ
し
た
制
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

男
性
は
ど
の
よ
う
に
し
て
子
育
て
に

か
か
わ
っ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

水
口
図
書
館
で
行
わ
れ
た
、イ
ク
メ
ン

パ
パ
の
絵
本
読
み
聞
か
せ
体
験
と
座
談

会（
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
主

催
）を
取
材
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、父
親
の
子
育

て
支
援
活
動
を
行
う「
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン

グ
・
ジ
ャ
パ
ン
関
西
」代
表
和わ

だ田
憲の
り
あ
き明

さ
ん
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
が
、参
加
家
族
を
魅
了

し
ま
し
た
。和
田
さ
ん
は
、看
護
師
で
あ

る
妻
の
育
休
明
け
と
同
時
に
会
社
を
辞

め
、現
在
は
主
夫
業
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

今、イクメンがかっこいい
　最近、子育てを楽しむ男性が増えています。育児
に積極的にかかわるお父さんは、イケメンならぬ

「イクメン」と呼ばれ、今注目されています。
　女性の社会進出などで共働き世帯が増えている
中、子育て中の女性が働き続けるためには、パート
ナーである男性のサポートが欠かせません。今よ
りももっとイクメンが多くなれば、女性の生き方
や家族のあり方が変わっていくかもしれません。 
　今月は、男性も女性も仕事と育児両方を充実さ
せるためのヒントを探してみたいと思います。

性
だ
っ
て

育
児
が
し
た
い

男改
正
で
子
育
て
世
代
の

働
き
方
見
直
し
へ

法

性
に
で
き
る

子
育
て
と
は
?

男

イ
ク
メ
ン
パ
パ

和
田
さ
ん
が
伝
授

絵
本
読
み
聞
か
せ
の
ポ
イ
ン
ト▲ファザーリング・ジャパン

　関西代表　和田憲明さん

　

絵
本
は
い
つ
で
も
子
ど
も
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る

ツ
ー
ル
で
す
。子
ど
も
が
大
好
き

な
、ス
ト
ー
リ
ー
の
な
い
言
葉
遊

び
絵
本
や
こ
わ
い
絵
本
、ギ
ャ
グ

絵
本
な
ど
、マ
マ
と
は
違
っ
た
絵

本
を
違
っ
た
表
現
で
読
め
る
の
も

パ
パ
の
良
さ
で
す
。必
ず
タ
イ
ト

ル
か
ら
読
み
始
め
、最
後
に
も
う

一
度
タ
イ
ト
ル
を
読
む
こ
と
で
子

ど
も
は
余
韻
に
浸
れ
ま
す
。

　

絵
本
は
高
価
で
す
が
、子
ど
も

は
気
に
入
れ
ば
毎
日
同
じ
本
を
読

ん
で
ほ
し
が
る
の
で
、十
分
そ
の

価
値
は
あ
り
ま
す
。お
気
に
入
り

の
絵
本
を
探
し
て
読
ん
で
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
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座
談
会
で
は
、「
笑
っ
て
い
る
家
族
で

い
る
た
め
に
パ
パ
が
し
た
い
こ
と
、パ

パ
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
」を
テ
ー
マ
に

男
性（
夫
）、女
性（
妻
）に
分
か
れ
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
の
お
互
い
へ
の
感
謝
を
込
め
な

が
ら
、男
性
か
ら
は
、「
時
間
を
つ
く
っ

て
夫
婦
の
思
い
を
ぶ
つ
け
合
い
、思
い

を
共
有
し
た
い
」と
い
う
希
望
が
、女
性

か
ら
は
、「
パ
パ
は
育
児
に
協
力
的
で
あ

り
が
た
い
。パ
パ
の
健
康
は
家
族
に
も

影
響
す
る
、ま
ず
は
健
康
で
い
て
」と
い

う
い
た
わ
り
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

男
性
が
育
児
に
関
わ
る
こ
と
は
、女

性
の
社
会
進
出
を
促
す
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。子
育
て
を
通
じ
て
地
域
で
の

活
動
範
囲
が
広
が
り
、パ
パ
友
が
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

男
性
が
少
し
の
時
間
で
も
子
育
て
に

か
か
わ
る
時
間
が
増
え
る
こ
と
で
、女

性
に
集
中
し
が
ち
な
子
育
て
の
負
担
を

軽
く
す
る
こ
と
が
で
き
、男
女
と
も
仕

事
と
家
庭
の
両
立
を
図
り
や
す
く
な
り

ま
す
。男
性
が
で
き
る
こ
と
か
ら
協
力

し
て
い
く
こ
と
が
イ
ク
メ
ン
へ
の
第
一

歩
と
い
え
ま
す
。そ
う
し
て
生
ま
れ
た

お
母
さ
ん
の
心
の
余
裕
が
子
ど
も
の
笑

顔
に
つ
な
が
り
、家
族
の
笑
顔
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

今、イクメンがかっこいい

族
が
笑
顔
で

い
る
た
め
に

家

甲賀子育て支援センターで毎月開催している「おとうさんとあそぼう」

に参加していたお父さんに子育てで協力していることを聞きました。

▲座談会で育児について本音を語るお父さんたち

　市内の各子育て支援セン
ターでは、お住まいの地域で互
いに顔見知りになり、情報交換
できる場を開放しています。セ
ンターでは、絵本やおもちゃを
用意し、季節の行事や育児講座
なども開催、お母さんだけでな
く、お父さんの参加も歓迎して
います。お父さん対象の催しを
行っているセンターもありま
すので、ぜひお越しください。

※�利用日時や催しなど詳しく
は、本紙15日号の「子育て支
援センターだより」をご覧く
ださい。

お父さんも
お待ちしています
市内の子育て支援センター

父親を
楽しもう

　ママに誘われて初参加した東
ひがしたに

谷良
りょうすけ

輔さん
（27）は有

ゆ ら

羅ちゃん（1）のパパ。「昼間会えな
い分、毎日のお風呂はふれあいの時間と思っ
ています」。育児に協力的なパパにママも笑
顔です。
　岩

いわさき

崎延
のぶひろ

宏さん（34）は、支援センターの催
しには2度目の参加とのこと。子どもが好き、
という岩崎さんは「お風呂やおむつ替え、小
さい時はミルクをあげたりも。幼児番組では
子どもと一緒に踊っています」と心

み ゆ

郁ちゃん
（1）の育児に積極的にかかわります。
　「妻は専業主婦ですが、家事と育児を金額に換算すると日当はかなり高額。夫婦2人の子だからできることは協
力しなければ」と話すのは山

やました

下勝
かつひろ

洋さん（33）。あこちゃん（4）とみつきちゃん（8か月）のパパで、市立保育園の保育
士でもある山下さんは、「園への送り迎えや参観にもお父さんやおじいちゃんが増えています。子どもや孫にかか
わりたい、夫婦で協力して子育てしようという流れがあるようです」とも話します。

▲お父さんにだっこされた有羅ちゃん（左）と
　心郁ちゃん（右）

2010.11.15� 平成22年11月15日



　

平
成
22
年
度
全
国
育
樹
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
で
甲
賀
町

の
大
原
共
有
山
財
産
区
管
理
会（
会
長
西に
し
だ田
貞さ
だ
お夫
）が
林

野
庁
長
官
賞
を
受
賞
さ
れ
、10
月
3
日
に
群
馬
県
で
開
催

さ
れ
た
第
34
回
全
国
育
樹
祭
で
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
地
元
の
銘
木「
甲
賀
ヒ
ノ
キ
」の
立
木
売
却
や

間
伐
材
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
の
基
盤
整
備
、地
域
材

の
利
用
促
進
な
ど
に
意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
の
親
睦
を
深
め
、育
樹
意
識
を
高
め
る

活
動
と
し
て
、大
原
学
区
民
に
よ
る
山
林
の
下
刈
り
、

間
伐
、枝
打
ち
な
ど
の
作
業
を
毎
年
継
続
的
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。森
林
環
境
学
習
の
推
進
に
も
古
く
か
ら

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、大
原
小
学
校
6
年
生
に
よ
る
卒

業
記
念
植
樹
は
こ
れ
ま
で
に
1
1
6
回
を
数
え
、地
域

の
森
林
資
源
の
循
環
を
子
ど
も
た
ち
が
体
感
す
る
う

え
で
、
有
効
な

学
習
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

地
域
全
体
の

育
樹
意
識
の
高

揚
に
対
す
る
功

績
は
多
大
で
あ

り
、育
樹
活
動
の

振
興
に
寄
与
す

る
活
動
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し

た
。 大

原
共
有
山
財
産
区

管
理
会
が

林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞

全
国
育
樹
活
動
コ
ン
ク
ー
ル

▲全国育樹祭で表彰を受けられた
　大原共有山財産区管理会の皆さん

　今回の花壇のテーマは6年の田
た な か

中杏
あんず

さんが考えた「かがやけ中部小」。中央の真っ赤なサルビアは太陽をイメージ
し、中部っ子が太陽に負けないくらい輝き、未来に向かってはばたいていく躍動感を表しています。その周りに配置
された黄色は父母、白色は先生、青色はスクールガードの方を表し、子どもたちが多くの人に見守られている様子を
表現しています。
　5月の種まきから始まり、土作り、ポット移植、花壇への植え付けなど、ボランティア委員会の委員を中心に世話をさ
れました。今年は猛暑で水やりが大変だったそうですが、夏の日差しを浴びて花はぐんぐん大きく育ちました。

　同校では、一人一鉢栽培や花壇の写生、花壇に集まる虫調べ、全校
種取り大会など年間を通して、全校みんなが花にふれあっています。
　学校での活動に加え、保護者や老人クラブの方と取り組む地区花
壇や保育園への花のプレゼントなど、花づくりの輪は地域へも広
がっています。

▲名誉大賞を受賞した甲南中部小秋花壇

甲南中部小が
名誉大賞受賞

　甲南中部小学校の秋花壇がFBC
（フラワー・ブラボー・コンクール）秋
花壇で名誉大賞を受賞されました。
　同校は、昭和56年度から毎年春・秋
花壇ともに参加する伝統校。これま
で大賞や農林水産大臣賞などを受賞
し、名誉大賞は2度目となります。

▲中央審査を受けるボランティア委員会の皆さん

輝く太陽をイメージ

地域に広がる花づくりの輪

FBC秋花壇
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　昨年9月からJR西日本との協定に基づき
整備してきたJR草津線寺庄駅が、装い新たに
12月4日（土）の始発（草津行）からオープンし
ます。今回は新駅舎の完成により、仮駅での
営業となっていたものを新駅に切り替える
ものです。
　また、現在工事中の自由通路（線路を跨ぐ
通路）と新設する北口広場が完成すると、駅
利用は従来どおりの南側に加え、北側からの
アクセスも可能となります。新しい寺庄駅
は、電車とホーム間の段差解消をはじめ、自
由通路の南北両側にはエレベーターを、南側
階段下には多機能トイレを配備するなど施
設全体がバリアフリーの構造となります。
　なお、すべての施設の完成は来年3月中旬
を予定しています。

12月4日から営業開始

寺庄駅駅舎がリニューアル
　　　　　　  都市計画課　区画整理係
☎ 65‐0721   63‐4601
問い合わせ

▲�南口から見た新寺庄駅

　

市
で
は
、市
内
で
大
規
模
災
害
発
生
時
に
安
心
し

て
避
難
生
活
を
送
る
た
め
の
福
祉
避
難
所
を
あ
ら

か
じ
め
確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、市
内
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

運
営
さ
れ
て
い
る
社
会
福
祉
法
人（
8
法
人
22
施

設
）と
10
月
27
日
に
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、大
規
模
災
害
時
に
対
策
本
部
が
、

居
宅
が
居
住
困
難
と
な
っ
た
高
齢
者
で
特
別
な
配

慮
を
必
要
と
す
る
方
お
よ
び
一
般
避
難
所
で
は
対

応
が
困
難
な
高
齢
者
で
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す

る
方
の
た
め
、福
祉
避
難
所
の
開
設
が
必
要
と
判

断
し
た
場
合
に
法
人

に
対
し
て
要
請
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の

で
す
。今
回
の
協
定

に
よ
り
短
期（
概
ね

1
週
間
）で
1
8
4

名
、長
期（
概
ね
1
か

月
）で
99
名
を
各
施

設
で
受
け
入
れ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

各
施
設
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
順
不
同
）

■
社
会
福
祉
法
人
天
地
会

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

兆
生
園

　

兆
生
園
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　

兆
生
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

■
社
会
福
祉
法
人
湖
東
会

　

甲
賀
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

■
社
会
福
祉
法
人
甲
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

碧
水
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

す
こ
や
か
荘

■
社
会
福
祉
法
人
あ
い
の
土
山
福
祉
会

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

エ
ー
デ
ル
土
山

　

N
P
O
法
人
甲
賀
ユ
ー
ト
ピ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ

ゴ
ル
フ
大
会
が
10
月
7
日
に
開
催
さ

れ
、寄
せ
ら
れ
た
ご
浄
財
13
万
円
を

市
の
防
災
対
策
へ
と
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。贈
呈
式
に
出
席
し
た
中
嶋

市
長
は「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に

有
効
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

す
」と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。

防災対策に民間から支援

▲甲賀ユートピアネットワークの
　山中理事長から目録を受け取る中嶋市長

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

エ
ー
デ
ル
土
山

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

エ
ー
デ
ル
土
山

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

エ
ー
デ
ル
土
山

■
社
会
福
祉
法
人
甲
賀
会

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

甲
賀
荘

　

甲
賀
荘
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所

　

甲
賀
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

■
社
会
福
祉
法
人
湖
青
福
祉
会

　

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

か
ふ
か
の
里

　

か
ふ
か
の
里
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

■
社
会
福
祉
法
人
甲
南
会

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

せ
せ
ら
ぎ
苑

　

せ
せ
ら
ぎ
苑
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　

せ
せ
ら
ぎ
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

せ
せ
ら
ぎ

■
社
会
福
祉
法
人
信
楽
福
祉
会

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

信
楽
荘

　

信
楽
荘
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

信
楽
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▲�協定書に調印する中嶋市長と社会福祉法人の代表

災害時における福祉避難所に関する協定を締結
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NO.13
（
仮
称
）自
治
振
興
会
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
提
案

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
掲
載

　　　　　　 地域コミュニティ推進室  ☎ 65‐0687   63‐4554問い合わせ

　

市
が
提
案
し
て
い
る（
仮
称
）自
治
振
興
会
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
で
は
、旧
町
地
域
を
対
象
に
し
た
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
学
区
単
位
で
の
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

説
明
会
も
終
え
、現
在
は
、区
や
自
治
会
な
ど
を
対
象
と

し
た
出
前
講
座
を
中
心
と
し
た
説
明
会
を
開
催
し
、一

人
で
も
多
く
の
方
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
説
明
会
に
加
え
、仕
事
や
家
庭
の
事
情
な

ど
で
、ど
う
し
て
も
説
明
会
に
ご
参
加
い
た
だ
け
な
い

方
や
、説
明
会
に
参
加
し
た
方
に
も
、よ
り
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に（
仮

称
）自
治
振
興
会
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
し
た
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
情
報
提
供
へ

　

こ
れ
ま
で
開
催
し
て
き
た
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や

学
区
単
位
説
明
会
で
は
、ス
ラ
イ
ド
を
用
い
た
説
明
を

中
心
に
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、各
会
場
か
ら
は
一
度
見
た
だ
け
で
は
分
か

ら
な
い
、も
っ
と
詳
し
い
資
料
も
示
し
て
ほ
し
い
と

い
っ
た
ご
意
見
や
、区
長
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、他
の
地
域

の
取
り
組
み
状
況
な
ど
を
提
供
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
ご

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
も
、説
明
会
に
行
か
な
く
て
分
か
る
よ
う
な
情
報

提
供
を
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、こ
う
し
た
ご
意
見
も
踏
ま
え
、少
し
で
も
多

く
の
皆
さ
ん
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
情
報
を
提
供
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
掲

載
を
始
め
た
も
の
で
す
。

　

現
在
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
を
し
て
い
る
内
容
は
、

次
の
5
項
目
で
す
。

◎�

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織「（
仮
称
）自
治
振

興
会
」に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
・・・
市
の
提
案
内

容
を
ま
と
め
た
資
料

◎�

甲
賀
市
自
治
振
興
委
員
会
に
つ
い
て
・・・
自
治
振
興

委
員
会
と
は
、こ
れ
ま
で
各
種
説
明
会
で
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
を
報
告
し
、協
議
・
調
整
い

た
だ
く
委
員
会
で
、委
員
会
規
約
や
委
員
名
簿
、議
事

録（
準
備
中
）な
ど
掲
載

◎�

学
区
単
位
説
明
会
・
出
前
講
座（
自
治
振
興
会
関
係
）

予
定
表

◎�

平
成
22
年
度
学
区
単
位
説
明
会
・
出
前
講
座（
自
治
振

興
会
関
係
）等
開
催
実
績

◎�「（
仮
称
）自
治
振
興
会
」の
組
織
化
と「
地
域
づ
く
り

計
画
」作
成
の
手
引
き
・・・（
仮
称
）自
治
振
興
会
設
立

に
向
け
て
、地
域
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に

必
要
な
地
域
づ
く
り
計
画
策
定
な
ど
手
引
き
書

　　
（
仮
称
）自
治
振
興
会
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ー

ナ
ー
に
は
、10
月
の
1
か
月
で
約
3
0
0
件
の
ア
ク
セ

ス
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。今
後
も
で
き
る
限
り
最
新

の
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

甲
賀
市
美
術
展
覧
会

作
品
募
集

第
６
回

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
芸
術
へ
の
関
心
を
高

め
、創
作
作
品
の
発
表
と
鑑
賞
の
機
会
を
設
け
、明

る
く
楽
し
い
文
化
生
活
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
甲
賀
市
美
術
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

会
期　

平
成
23
年
２
月
26
日（
土
）～
３
月
６
日（
日
）

場
所　
【
書
・
立
体
部
門
】あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー

ル【
平
面
・
写
真
・
工
芸
部
門
】碧
水
ホ
ー
ル

応
募
資
格　

甲
賀
市
・
湖
南
市
内
に
在
住
ま
た
は

通
勤
・
通
学
す
る
方（
中
学
生
以
下
は
除
く
）

応
募
部
門
お
よ
び
作
品
規
格

①�

平
面（
洋
画
・
日
本
画
・
版
画
等
）

　

�

キ
ャ
ン
バ
ス
サ
イ
ズ
が
20
号（
72
・
７
㎝
×
50

㎝
）以
上
、50
号（
１
１
６
・
６
㎝
×
１
１
６
・
６

㎝
）以
内
。日
本
画
、水
墨
画
、切
り
絵
等
も
こ

れ
に
準
ず
る
。た
だ
し
、版
画
は
下
限
を
設
け

な
い
。展
示
で
き
る
よ
う
に
額
装
な
ど
の
配
慮

を
す
る
こ
と
。た
だ
し
、ガ
ラ
ス
は
入
れ
な
い
。

展
示
用
の
つ
り
紐
を
付
け
る
こ
と
。

②
立
体（
彫
刻
・
立
体
造
形
等
）

　

�

縦
、横
、高
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
２
ｍ
以
内
。重
量
は

手
動
で
移
動
可
能
な
範
囲
で
、展
示
上
危
険
で

な
い
も
の
。

※�

期
間
中
の
２
月
27
日（
日
）に
は
市
内
在
住
の

小
・
中
学
生
を
対
象
に
、立
体
部
門
委
員
の
企

画
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
ま
す
。
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　　　　　　  信楽陶芸トリエンナーレ実行委員会事務局  （特区推進室）
 ☎ 　  　ホームページ　http://tri.shigaraki-sp.com
問い合わせ

　

信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
に
は
11
月
1
日
現
在
で
、約

15
万
人
が
来
場
し
、ま
ち
の
魅
力
を
満
喫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
お
出
か
け
い
た
だ
き
ま
し
た
か
?
い
よ
い

よ
終
盤
と
な
り
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
の
見
ど
こ
ろ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

トリエンナーレ情報局
盛
り
上
げ
よ
う

12

会期◦10月1日（金）～11月23日（火・祝）

室町・桃山再現焼成
プロジェクト
　室町時代の大型穴窯を復元した陶芸の森の「金山窯」。
　「信楽まちなか芸術祭」の会期中に地元陶芸家の有志が
窯焚きを行い、古信楽の再現をめざしました。また日本六
古窯サミットの交流事業として、中嶋市長ほか日本六古窯
所在首長が制作した作品も共同焼成されました。これらの
作品は会期中、陶芸の森産業展示館で展示されています。

大好評　まちなか散策
　「信楽まちなか芸術祭」は、美術館施設での展示だけで
なく、まちなかの地域資源を使ったアート展示が特徴で
す。また、窯元や工房では日常の制作風景を見学すること
ができ、まち全体が美術館となるさまざまなアートイベ
ントを展開しています。

朝宮茶まつり
　最終日の11月23日には、朝宮小学校で10時から16時まで、「朝宮茶まつり」が盛大に開催されま
す。香り高い朝宮茶をぜひご賞味ください。

▲�陶芸の森の金山窯で焼成された
　作品の数々

③
工
芸

　

�

平
面
は
縦
、横
そ
れ
ぞ
れ
２
・
２
ｍ
以
内（
外
装

を
含
む
）。立
体
作
品
は
重
さ
40
㎏
以
内
、縦
・

横
・
高
さ
の
合
計
が
２
・
４
ｍ
以
内
。ま
た
、そ

の
一
辺
が
１
・
５
ｍ
以
内
。壁
面
展
示
の
作
品

は
展
示
用
の
つ
り
紐
を
付
け
る
こ
と
。

④
書

　

�

作
品
は
半
切（
36
㎝
×
１
３
６
㎝
）以
上
、16
平

方
尺
以
内
。た
だ
し
、一
辺
が
２
・
４
ｍ
以
内
。

額
装
に
限
る
。篆
刻
、刻
字
作
品
に
つ
い
て
も
、

規
定
枠
内
と
す
る
。作
品
の
釈
文
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。い
ず
れ
も
展
示
し
や
す

い
形
態
で
あ
る
こ
と
。

⑤
写
真

　

�

フ
イ
ル
ム
カ
メ
ラ
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る

作
品（
自
家
出
力
プ
リ
ン
ト
も
可
）と
す
る
。単

写
真
は
半
切
・
Ａ
3
ノ
ビ
以
上
全
紙
ま
で
。組

写
真
は
、１
ｍ
×
2
・
2
ｍ
以
内
と
し
、作
品
を

一
体
化
し
て
は
ず
れ
な
い
よ
う
に
し
て
出
品

す
る
こ
と
。作
品
は
額
装（
ガ
ラ
ス
な
し
）ま
た

は
パ
ネ
ル
張
り
と
し
、展
示
用
の
つ
り
紐
を
付

け
る
こ
と
。

出
品
点
数　

一
人
に
つ
き
平
面
・
立
体
・
工
芸
・
書

部
門
は
１
点
、写
真
部
門
は
２
点
以
内

出
品
料　
　

作
品
１
点
に
つ
き
５
０
０
円

詳
し
く
は
各
支
所
、公
民
館
、図
書
館
な
ど
で
11
月

下
旬
配
布
予
定
の
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

【
甲
賀
市
美
術
展
覧
会
実
行
委
員
会
事
務
局
】

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

文
化
振
興
係

（
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
内
）

☎
6
2
-2
6
2
6　

 

6
2
-2
6
2
5

　信楽小学校児童が作ったランプシェードが、まち
なか会場の登り窯Ogamaで展示されています。
　光を透す透光性陶土を使用して6年生が制作し、
信楽窯業技術試験場で焼成されたもので、11月1日
には点灯式が行われました（表紙写真）。ほのかに透
けるLEDの明かりが窯の中を優しく包んでいます。
12歳の陶芸家による作品をご覧ください。

12歳の陶芸家がおもてなし▲�出来上がりが楽しみな版築小屋

▲�黒壁国技館の狸相撲では千秋楽（11月23日）
に王座決定戦を開催
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❖障害者職業センターによる職業評価・職業相談
　�障害者職業カウンセラーが、職業相談・職業評価を行

い、どのような仕事に適性があるのか、働く上での課題
や解決方法、必要な支援などについて相談し、就職ある
いは職場への適応をめざした支援計画（職業リハビリ
テーション計画）を策定します。

　�その後、職業準備支援（就職をめざしての訓練）などが
あります。

❖障害者雇用・生活支援センター
　�ハローワークと連携を行い就労に関する相談支援事業

を行っています。
❖ジョブコーチ支援事業
　�ジョブコーチ（職場適応援助者）が事業所へ出向き、障

害のある方や事業主の方に対して、職場適応や雇用管
理に関する支援を行い、企業への就職や職場での定着

をめざします。
　安定して仕事を続けるためには
　①�日常生活能力…身辺自立、健康管理、清潔保持、意思表示
　②�社会生活能力…金銭管理、交通利用、マナー、会話（挨拶、返事）
　③��職場生活能力…休まない、報告連絡相談、協調性、規律
　④�自ら考え行動する力
　�が大事です。もちろん①～④まですべてできていない

といけないというものではありませんが、どこができ
ていて、どこに支援がいるのかをきちんと知っている
ことが大切になってきます。

　�　自分の特性や心身の状態に応じて自分らしく生きる
方法を一緒に考えていきましょう。

　　詳しくはお問い合わせください。

前回は、発達障害の人の就労の形態につい
て紹介しました。今回は、発達支援室で就
労に関する相談を受けた時に連携してい
る機関やサービスについて紹介します。

発達支援室  ☎ 65‐0735   63‐4085問い合わせ

発 達 支 援と
成人期編
パート②

　

市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
市
の
業

務
や
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
組

織
を
あ
げ
て
安
全
管
理
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

本
年
７
月
に
は
職
場
安
全
管
理
推
進
運
動
を

実
施
し
、各
部
署
の
主
要
事
業
に
お
け
る
安
全
管

理
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、市

が
実
施
す
る
事
業
や
日
常
業
務
に
お
い
て
は
危

険
予
知
や
安
全
点
検
は
継
続
的
に
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、市
で
は
こ
の
ほ
ど
、職

場
安
全
管
理
推
進
の
た
め
の「
声
か
け
運
動
」を

毎
日
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

声
か
け
運
動
は
、「
声
か
け
て　

み
ん
な
で
め

ざ
そ
う　

業
務
の
安
全　

市
民
の
安
全
」を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
年
間
を
通
し
て
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。職
場
内
で
声
を
か
け
あ
い
、日
々
の

業
務
や
事
業
の
安
全
管
理
の
重
要
性
を
全
職
員

が
認
識
し
、あ
ら
ゆ
る
危
険
を
想
定
し
て
事
務
を

実
施
す
る
こ
と
で
、一
丸
と
な
っ
て
市
民
の
皆
さ

ん
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▲�防犯啓発を行うゆる3隊を迎える中嶋市長

　県内のゆるキャラ3体で結成する「ゆる3
さん

隊」が10月
19日、市役所水口庁舎を訪れ、防犯啓発を行いました。
　県では、増加する犯罪を食い止めようと、10月11日
から20日までの全国地域安全運動期間に合わせて「ゆ
る3プロジェクト」を実施。「ゆる3」とは「空き巣を許さ
ん」「車上狙いを許さん」「乗り物盗を許さん」の3つの重
点抑止犯罪をかけあわせたもので、県のキャッフィー
とうぉーたん、県警のけいたくんが来庁し、知事から
のメッセージを中嶋市長に手渡しました。市内で活躍

する「にん
じ ゃ え も
ん」も出迎
え、みんな
で犯罪のな
い住みよい
まちづくり
を誓いまし
た。

地域から
犯罪を
なくそう

ゆるキャラが
防犯啓発

ゆる３
さ ん

プロジェクト

事
業
の
安
全
管
理
を
推
進

一
日
の
始
ま
り
は
声
か
け
運
動
か
ら
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固
定
資
産
税
前
納
報
奨
金
制
度
廃
止
の
お
知
ら
せ

　

平
成
23
年
度
か
ら
、
固
定
資
産
税
納
付
に
か
か
る
前
納
報
奨
金

が
廃
止
に
な
り
ま
す
。

■
前
納
報
奨
金
制
度
と
は

　

�

固
定
資
産
税
は
、
納
期
が
第
１
期
（
５
月
）
か
ら
第
４
期
（
２

月
）
ま
で
の
４
回
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
第
１
期
の
納
期
限
内

に
第
２
期
、
第
３
期
、
第
４
期
分
ま
で
の
全
期
分
を
納
付
さ
れ

た
場
合
に
報
奨
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。
現
在
は
年
利
率
に

換
算
す
る
と
３
％
に
値
す
る
額
を
引
い
て
納
付
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

■
廃
止
の
主
な
理
由

　

�

金
利
の
低
下
に
加
え
、
資
力
の
あ
る
納
税
者
に
対
す
る
優
遇
制

度
と
考
え
ら
れ
る
た
め
廃
止
し
ま
す
。

■
来
年
度
か
ら
の
納
付
方
法

〈
窓
口
納
付
の
場
合
〉

　

�

報
奨
金
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
従
来
通
り
前
納
用
と

期
別
用
の
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
よ
い
方
法

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
口
座
振
替
の
場
合
〉

　

�

現
時
点
で
口
座
振
替
の
振
替
方
法
が
「
前
納
」
の
方
に
つ
い
て
、

後
日
振
替
方
法
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
調
査
用
紙

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
期
別
納
付
へ
変
更
を
希
望
さ
れ
る
方
は

手
続
き
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
今
回
の
振
替
方

法
の
継
続
・
変
更
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
へ
の
届
出
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
送
付
し
ま
す
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
収
納
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。
今
後
と
も
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
の
利
便
性

の
向
上
に
努
め
ま
す
の
で
、
納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

市
税
及
び
料
金
の
納
付
は
、
確
実
で
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
金
融
機
関
で
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

滞
納
債
権
対
策
課　

収
納
推
進
係

☎
6
5
-0
6
8
2　

 

6
3
-4
5
7
4

税金の納め忘れは
ありませんか？
12月は滞納整理強化月間

　皆さんから納めていただく市税や県税
は、福祉・教育など住民の方々への身近な
行政サービスに使われる大切な財源です。
　県内の各自治体では、12月を「滞納整理
強化月間」として、滞納されている方々に
対し、税の公平な負担の観点から、一斉に
重点的な滞納整理を行います。
　納税されていない場合、財産（給与・預
金等）を調査し、差し押さえすることがあ
りますので、もう一度、納め忘れがないか
お確かめください。

平成21年度甲賀市税における差押

件数� 500件
本税差押額� 2億7848万円
本税取立額� 2445万円
主な差押財産� 預貯金、不動産、給与など
　

県と県内全市町では、公平な税負担と
税収の確保を図るため、「滋賀県地方税
滞納整理機構」を設置し、連携・協働
して県税と市町税の滞納整理の強化に
努めています。

　　　　　　 滞納債権対策課　収納推進係
☎ 65-0682　  63-4574
中部県税事務所　甲賀納税課
☎ 63-6106　  63-0439

問い合わせ

家屋を取り壊したときは家屋滅失申請書の提出を
　来年度の家屋に対する固定資産税は、平成23年1月1日に存在する家屋が対象となります。そこで平成22年中に家
屋を取り壊された場合（予定されている場合を含みます）には、12月27日（月）までに「家屋滅失申請書」の提出
を税務課までお願いします。
　申請書の様式は、各支所地域窓口課または税務課資産税係までお申し出ください。また、ホームページにも掲載
していますのでご利用ください。
　なお、すでに法務局で家屋滅失の不動産登記の手続きが完了の場合には提出していただく必要はありません。た
だし、今回「家屋滅失申請書」を提出いただいても、不動産登記は滅失されるものではありませんのでご注意くだ
さい。

税務課　資産税係　☎ 65-0680　  63-4574問い合わせ

2010.11.15� 平成22年11月15日



い
ゴ
ム
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
外
見
を
し
た
巨
大
き

の
こ
「
オ
ニ
フ
ス
ベ
」
が
10
月
中
旬
、
甲
賀
町

大
原
上
田
の
田
ん
ぼ
に
現
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ノ
コ
は
、
堀ほ

り
ぐ
ち口
弘ひ

ろ
し志
さ
ん
が
草
刈
り
中
に

田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
で
発
見
。
図
鑑
で
調
べ
、
オ
ニ
フ
ス

ベ
と
分
か
り
、
観
察
を

続
け
た
と
こ
ろ
、
日
ご

と
に
膨
ら
み
、
直
径
30

セ
ン
チ
近
く
ま
で
大
き

く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
近
く
で
は

同
じ
頃
、
体
全
体
を
白
い

毛
で
覆
わ
れ
た
タ
ヌ
キ
も

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
立

て
続
け
に
白
く
珍
し
い
も

の
が
出
現

し
、
地
元

で
は
、「
次

は
ど
ん
な

白
い
も
の

が
出
る
か

楽
し
み
」

と
話
題
に

な
っ
て
い

ま
す
。

〜伴谷小学校親子体験教室〜

市の特産品
焼き杉細工に挑戦

〜
甲
賀
町
大
原
上
田
〜

白
い
き
の
こ
に
白
い
タ
ヌ
キ

白
尽
く
し
に
地
元
沸
く

白

▲�金具を付けて焼き杉のキーラックの出来上がり

谷
小
学
校
で
10
月
21
日
、
5
年
生
の
親
子
が
市
の
特
産
品
で
あ
る
焼
き
杉
細

工
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

焼
き
杉
の
伝
統
工
芸
品
を
製
造
す
る
土
山
合
同

木
材
の
馬ば

ん
ば場
正ま

さ
み
つ光
さ
ん
が
、
鈴
鹿
山
系
の
杉
の
間

伐
材
を
使
っ
た
キ
ー
ラ
ッ
ク
（
鍵
掛
け
）
の
作
り

方
を
指
導
。
参
加
親
子
は
、
動
物
や
魚
な
ど
の
形

を
し
た
杉
の
板
を
や
す
り
で
面
取
り
し
、
バ
ー

ナ
ー
で
焼
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
真
っ
黒
に
な
っ

た
表
面
の
炭
を
ブ
ラ
シ
で
こ
す
る
と
、
木
目
が
浮

か
び
あ
が
り
温
か
み
の
あ
る
風
合
い
に
。
仕
上
げ

に
各
自
で
絵
を
描
い
た
り
、
飾
り
を
付
け
た
り
し

て
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

同
校
で
の
体
験
教
室
は
10
年
以
上
も
続
け
ら
れ

て
お
り
、
兄
姉
の
作
品
を
見
て
こ
の
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
児
童
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

伴

▲�直径30センチ近くある「オニフスベ」 ▲�一時、捕獲された白いタヌキ

～すくすくまるっこフェスタ～

楽しい遊びがいっぱい
子どももママも笑顔に

▲�布製の魚釣り遊びを楽しむ子どもたち

子
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
「
す
く
す
く
ま
る
っ
こ
フ
ェ
ス
タ
」
が
10
月
29
日
、
甲
南

青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
、
甲
南
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
子
育
て
支
援
拠
点
「
つ
ど
い
の

広
場
」
が
共
催
し
初
め
て
開
催
し
た
も
の
で
、約
60
組
の
未
就
園
児
親
子
が
集
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
木
の
実
や
牛
乳
パ
ッ

ク
な
ど
を
利
用
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
お

も
ち
ゃ
作
り
、
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ

コ
ー
ナ
ー
、
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な

遊
び
が
い
っ
ぱ
い
。
ま
た
、
子
育
て

サ
ー
ク
ル
の
紹
介
や
食
育
情
報
の
提

供
、子
ど
も
服
の
譲
り
合
い
も
あ
り
、

お
母
さ
ん
た
ち
に
も
好
評
で
し
た
。

親
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GENKI na MACHIKADO

〜大原ダム〜

改修工事終え貯水式
来春には満水に

〜高間自然遊び広場〜

森の中を遊び場に
自然好きな人集まれ

と
と
し
秋
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
甲
賀
町
の
大
原
ダ
ム
の

改
修
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
10
月
22
日
に
貯
水
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

同
ダ
ム
は
、
築
造
後
50
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
激
し
く
、

安
全
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
工
事
は
ダ
ム
の
水
を
抜
い

て
行
わ
れ
、
受
益
農
家
で
は
1
年
間
、
水
稲
の
作
付
け
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
住
民
ら
は
、
早
期

完
成
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
関
係
者
が
水
門
の
ハ

ン
ド
ル
を
回
し
て
門
を
閉
め
、
貯

水
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
来

春
に
は
、
満
面
の
水
を
た
た
え
た

ダ
ム
の
姿
が
戻
っ
て
く
る
予
定
で

す
。

人
も
子
ど
も
も
自
然
の
中
で
思
い
っ
き
り
遊
び
た
い
―

そ
ん
な
思
い
を
実
現
し
よ
う
と
、
市
内
の
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
「
N
P
マ
ザ
ー
ズ
」
が
高
間
自
然
遊
び

広
場
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
に
は
、
活
動
拠
点
と
な
る
高
間
み
ず
べ
公
園
で
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
1
2
0
名

が
参
加
。
甲
賀
愛
林
ク
ラ
ブ
も
協

力
し
、
参
加
者
は
、
公
園
脇
の
山

林
に
設
け
ら
れ
た
冒
険
コ
ー
ス
を

歩
い
た
り
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
や
ア

ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん

だ
り
し
ま
し
た
。

　

こ
の
広
場
は
、
今
後
2
か
月
に

一
度
活
動
さ
れ
る
予
定
で
す
。

大 お

〜国際交流協会ハロウィンパーティ〜

魔女やお化けが集合
仮装コンテストも

〜忍者の里杯親善ゲートボール大会〜

ゲートボールを通して
親交深める

国
際
交
流
協
会
主
催
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
が
10

月
23
日
、
忍
の
里
プ
ラ
ラ
で
開
催
さ
れ
、
市
内
の
小

学
生
な
ど
1
3
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
、
お
墓
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
言
わ
れ
る
お

化
け
を
、
こ
わ
い
格
好
を
し
て
追
い
払
う
欧
米
の
お
祭
り
で
、

今
で
は
子
ど
も
た
ち
が
仮
装
し
て
お
菓
子
を
も
ら
う
催
し
と

し
て
日
本
で
も
定
着
し
て
い

ま
す
。

　

仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
も
あ

り
、
会
場
に
は
、
魔
女
や
お

化
け
、
忍
者
な
ど
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
衣
装
を
ま
と
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
集
合
。
外
国

人
ゲ
ス
ト
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
、
お
菓
子
を
も

ら
っ
て
満
足
そ
う
で
し
た
。

南
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
10
月
11
日
、
忍
者
の
里
杯
親
善
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
を
通
じ
て
互
い
の
親
睦
を
図
る
恒
例
の
大
会
。
18
回
目

を
迎
え
た
今
年
も
6
0
0
名
を
超
え
る
県
内
外
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
愛
好
者
が
集
い
、
日
頃
磨
い
た
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
な

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
応
援
に
も
熱

が
入
り
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
真

剣
な
面
持
ち
で
ボ
ー
ル
に
集

中
。
秋
晴
れ
の
中
、
審
判
の

「
ゲ
ー
ト
通
過
」
の
声
に
一
喜

一
憂
し
な
が
ら
、
競
技
を
楽
し

み
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

甲 市

▲�焼きマシュマロでおやつタイム ▲�工事が終わった大原ダムを視察する関係者

▲�各コートで繰り広げられた熱戦 ▲�お菓子取りゲームを楽しむ子どもたち
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健康推進連絡協議会事務局（保健介護課）　☎ 65-0703　  63-4085問い合わせ

食生活のチェックで
メタボリックシンドローム予防

　食生活を見直す機会として、水口町伴谷地区で講習会を開きました。
　自分にあった１日の必要カロリーを計算して、１日に必要な食事量と栄養バランスを確認しました。１回の
食事献立を実際に作っていただき、「野菜をもう一皿増やそう」「地元でとれたものを活用しよう」と呼びかけま
した。
　受講された方からは「苦手な納豆にも、いろいろ野菜を入れるとおいしく食べることができました」「ご飯と
麺を両方食べていましたが、炭水化物の取り過ぎと分かりました」などの感想が聞かれました。

●�主となるおかずは１つにし
て、野菜中心のお皿を２つ
そろえましょう。

●�地元でとれる旬の野菜には
栄養がたくさんあります。
活用しましょう。 ご飯（1膳）

野菜中心のお皿（2つ）

主となるおかず
（1つ）

具たくさんの
汁物

1回の食事量の見本です。
あなたは食べ過ぎていませんか？

80
歳
ま
で
20
本
を
保
つ
た
め
に

〜
８
０
２
０
運
動
〜

　

人
生
80
年
の
現
代
を
、生
涯
健
康
で
過

ご
す
た
め
に
は
、バ
ラ
ン
ス
よ
く
何
で
も

食
べ
る
こ
と
や
、楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
が

で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。む
し
歯
や
歯

周
病
で
自
分
の
歯
を
失
う
と
、食
べ
た

い
も
の
も
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。80
歳
で
20
本
の
歯
を
残
せ
る
よ

う
、生
活
習
慣
を
見
直
し
、お
口
の
お
手

入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。

か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
、

定
期
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

自
分
の
歯
に
関
心
を
持
ち
、状
態
を

知
っ
て
お
く
こ
と
は
大
切
で
す
。そ
の
た

め
に
は
、歯
の
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
、

定
期
的
な
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。毎
日

の
お
口
の
お
手
入
れ
だ
け
で
は
取
り
に

く
い
歯
石
の
除
去
な
ど
、専
門
的
な
ケ
ア

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
で
は
歯
周
疾
患
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す

●
対
象

　

�

昭
和
15
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
46
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
市
民
で

歯
の
治
療
中
で
な
い
方

●
検
診
内
容

　

�

歯
科
検
診
、歯
の
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
、

歯
科
相
談

●
実
施
期
間

　

�

平
成
23
年
1
月
ま
で（
申
し
込
み
は
12

月
末
ま
で
）

　

�

自
己
負
担
金
5
0
0
円
を
医
療
機
関

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※�

実
施
医
療
機
関
は
、検
診
カ
レ
ン
ダ
ー

17
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

検
診
後
、必
要
な
治
療
を
お
勧
め
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦�歯みがき・口ゆすぎをしない
　（特に就寝前にしない）
◦よく噛んで食べない
◦早食い、食べ物の好き嫌いが多くある
◦たばこを吸う　◦睡眠不足である
◦運動不足である
◦糖尿病などの持病がある
◦肥満である　◦定期検診を受けていない

�こんな生活習慣などが、むし歯や
歯周病につながります。 元

気
な
歯
は
日
々
の
手
入
れ
か
ら

問
い
合
わ
せ

保
健
介
護
課　

健
康
支
援
係

☎
6
5
-0
7
0
3　

 

6
3
-4
0
8
5

［作り方］
　市販の納豆にゆでた人
参、かぼちゃ、オクラ、きゅ
うり、青しそなどを入れて
添付のたれで和える。
※�他に季節の野菜や薬味

を入れてもおいしいで
すね。

あなたも見直して
みましょう

「五目納豆」を
作りました
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ご
覧
の
テ
レ
ビ
画
面
の
右
上
に
「
ア
ナ
ロ
グ
」
と

表
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
こ
の
場
合
、
ご
覧
に

な
っ
て
い
る
放
送
は
「
ア
ナ
ロ
グ
放
送
」
で
す
。
ア

ナ
ロ
グ
放
送
は
、
下
図
の
よ
う
に
放
送
終
了
の
お
知

ら
せ
画
面
の
表
示
を
経
て
、
２
０
１
１
年
７
月
24
日

正
午
に
す
べ
て
の
放
送
が
終
了
（
完
全
停
波
）
し
ま

す
。

　

し
た
が
っ
て
、そ
れ
ま
で
の
間
に
、地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送（
地
デ
ジ
）を
視
聴
す
る
た
め
の
準
備
を
し
な
い

と
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

地
デ
ジ
を
見
る
た
め
に
ご
確
認
を

　

地
デ
ジ
を
見
る
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
へ

買
い
替
え
る
、
ま
た
は
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

買
い
足
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
次
の
点
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
一
戸
建
て
住
宅
の
方

　

�

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、
多
く

の
場
合
そ
の
ま
ま
で
地
デ
ジ
受
信
で
き
ま
す
が
、

調
整
や
交
換
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
受
信

で
き
な
い
場
合
や
、
Ｖ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
し
か
設
置

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
地
デ
ジ
の
受
信
が
可
能

か
ど
う
か
「
デ
ジ
サ
ポ
滋
賀
」
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◦
集
合
住
宅
の
方

　

�

管
理
会
社
や
管
理
組
合
、
大
家
さ
ん
へ
地
デ
ジ
の

地デジ受信の準備をお願いします
２
０
１
１
年
７
月
24
日
ま
で
に

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了

受
信
が
可
能
か
ど
う
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◦
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
方

　

�

市
内
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
既
に
地
デ
ジ
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
視
聴
方
法
等
は
、
ご
覧
に
な
っ

て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
地
デ
ジ
全
般
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

デ
ジ
サ
ポ
滋
賀�

☎ 

０
７
７―

５
０
３―

０
１
０
１

平
日　
　
　
　
　

９
時
～
21
時

土
・
日
・
祝
日　

９
時
～
18
時

　

チ
ュ
ー
ナ
ー
給
付
な
ど
を
支
援

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
地
デ
ジ
受
信
が

で
き
な
い
世
帯
に
対
し
て
、
簡
易
な
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
の
無
償
給
付
（
一
台
）
や
ア
ン
テ
ナ
工
事
な
ど

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
支
援
を
受
け
ら
れ
る
方
】

　

�

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
が
全

額
免
除
と
な
っ
て
い
る
世
帯

①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受
け
て
い
る
世
帯

②�

障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ
世
帯
全
員
が
市

民
税
非
課
税
の
世
帯

③�

社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
て
自
ら
テ

レ
ビ
を
持
ち
込
ん
で
い
る
世
帯

【
受
付
期
間
】
12
月
28
日（
火
）ま
で

【
申
込
方
法
】
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

０
５
７
０―

０
３―

３
８
４
０（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

悪
質
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

テ
レ
ビ
の
調
査
会
社
や
ア
ン
テ
ナ
工
事
を
装
っ

て
、
地
デ
ジ
放
送
を
受
信
す
る
た
め
の
費
用
を
不
正

に
請
求
す
る
、
工
事
の
勧
誘
を
行
う
な
ど
、
悪
質
商

法
に
よ
る
被
害
が
お
き
て
い
ま
す
。
地
デ
ジ
放
送
に

関
す
る
誤
っ
た
情
報
や
不
十
分
な
情
報
に
も
と
づ
い

て
関
連
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
売

り
つ
け
る
悪
質

商
法
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　　　　　　  情報政策課　情報化推進係　☎ 86-8176　  86-8187問い合わせ

総務省、テレビ局、デジサポ、その他関係機関が
お金を請求することはありません。
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の
利
用
を
ご
希
望
の
方
で
、
更
新
申
請
手

続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
11
月
30
日

（
火
）ま
で
の
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
最

寄
り
の
支
所
又
は
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、

水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
保
健
介

護
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

保
健
介
護
課　

介
護
保
険
係

☎ 

６
５
ー
0
6
9
9・0
6
9
7

 

６
３
ー
4
0
8
5

福
祉
の
職
場
説
明
会

日
時・場
所　
11
月
22
日︵
月
︶13
時
～
16
時

水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

12
月
11
日︵
土
︶13
時
～
16
時　

サ
ン
ラ

イ
フ
甲
西

内
容　
福
祉
の
職
場
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
福

祉
の
職
場
説
明
会
︵
甲
賀
・
湖
南
市
内

の
参
加
福
祉
事
務
所
か
ら
︶
福
祉
の
職
場

相
談
コ
ー
ナ
ー
︵
県
社
協
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
︶、
甲
賀
・
湖
南
市
内
福
祉
の
職
場

紹
介
コ
ー
ナ
ー
、
パ
ネ
ル
及
び
広
報
等

 

社
会
福
祉
課　

健
康
福
祉
政
策
係　

☎ 

6
5
ー
0
7
0
0　

 

6
3
ー
4
0
8
5

人
権
教
育
連
続
セ
ミ
ナ
ー

（
第
12
回
）

日
時　
12
月
９
日︵
木
︶19
時
30
分
～
21
時

場
所　
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

内
容　
講
演
﹁
海
外
協
力
隊
の
経
験
談
か

ら

～
ネ
パ
ー
ル
女
性
識
字
教
室
に
つ
い

て
～
﹂

講
師　
大
津
清
陵
高
校
馬
場
分
校

左さ
こ
ん近

健け
ん

一い
ち
ろ
う郎

さ
ん

※
参
加
無
料
。
手
話
通
訳
あ
り
。

 

人
権
推
進
課　

☎ 

６
５
ー
0
6
9
3　

 

６
３
ー
4
5
8
2

全
国
一
斉
生
活
保
護
1
1
0
番

日
時　
11
月
21
日︵
日
︶10
時
～
16
時

相
談
受
付　
０
１
２
０
︲０
５
２
︲０
８
８

︵
全
国
共
通
・
通
話
料
無
料
︶

内
容　
司
法
書
士
に
よ
る
生
活
保
護
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
お
悩
み
の
無
料
電
話

相
談
︵
事
前
予
約
不
要
︶

 

滋
賀
県
司
法
書
士
青
年
会　

☎ 

0
7
4
8
ー
2
0
ー
2
0
7
6

 

0
7
4
8
ー
2
0
ー
2
0
7
8

催　
　
　
　

し

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
特
別
振
興
事
業

日
時　
12
月
５
日︵
日
︶

10
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　
県
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー︵
草

津
市
笠
山
︶

内
容　
10
時
30
分
～
12
時　
講
演﹁
夢
追

い
か
け
て
﹂河か

わ
い合

純じ
ゅ
ん
い
ち一

氏︵
北
京
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
水
泳
銀
・
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
︶　

13
時
～
15
時
30
分　

ボ
ッ
チ
ャ
講
習
会

︵
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
河
合

コ
ー
チ
と
内
田
選
手
を
招
い
て
実
技
見

学・実
技
講
習
会
︶

※
参
加
無
料

 

滋
賀
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎ 
0
7
7
ー
5
2
2
ー
6
0
0
0

 

0
7
7
ー
5
2
1
ー
8
1
1
8

お　

知　

ら　

せ

前
立
腺
が
ん
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う

対
象
者　
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
で

50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
の
男
性

検
診
方
法　
問
診
・
血
液
検
査
︵
P
S
A

検
査
︶指
定
医
療
機
関
へ
直
接
受
診
。﹁
甲

賀
市
の
前
立
腺
が
ん
検
診
受
診
希
望
﹂
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
、
検
診
受
診
料
は
医

療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
検
診
結

果
は
、
受
診
さ
れ
た
医
療
機
関
へ
聞
き
に

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※�

水
口
病
院
の
み
病
院
へ
事
前
予
約
が

必
要

実
施
機
関　
12
月
中
の
医
療
機
関
の
診

療
時
間
内
。
指
定
医
療
機
関
は
、健
診︵
検

診
︶
カ
レ
ン
ダ
ー
21
～
22
ペ
ー
ジ
を
ご
ら

ん
く
だ
さ
い
。

受
診
料　
１
、０
０
０
円
︵
70
歳
は
無
料
︶

持
ち
物　
健
康
保
険
証

 

保
健
介
護
課　

健
康
支
援
係

☎ 

６
５
ー
0
7
0
3　

 

６
３
ー
4
0
8
5

要
介
護
認
定
・
要
支
援
認
定
更

新
手
続
き
の
ご
案
内

　

現
在
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受

け
て
お
ら
れ
る
方
で
介
護
保
険
被
保
険

者
証
に
書
か
れ
て
い
る
有
効
期
間
が
平

成
22
年
11
月
30
日
ま
で
の
方
に
は
、
更
新

申
請
書
を
10
月
初
旬
に
送
付
し
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
し
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

11月25日(木) ～ 12月１日(水)は犯罪被害者週間です

犯罪被害にあわれた方やその家族の方へ
ひとりで悩んでいませんか？困っていること、不安なこと、なんでもご相談ください。

滋賀県犯罪被害者総合窓口(県公安委員会指定 NPO法人おうみ犯罪被害者支援センター）

☎077-525-8103 ※ 個人の秘密は固く守られますのでご安心ください。

相談時間：月～金  10時〜16時（祝日･年末年始を除く）

　犯罪被害者やその家族、遺族の方々が再び平穏に暮らせるようになるには、私たち一人ひとりの理解と配慮が
大切です。

生活環境課　生活交通係　☎ 65‐0686　  63‐4582問い合わせ

2010.11.15 14平成22年11月15日



　

�

21
日　

９
時
30
分
～　
﹁
水
口
囃
子
子

ど
も
体
験
教
室
﹂
開
催

☎ 

６
２
ー
7
1
4
1　

 

６
３
ー
4
7
3
7

■
水
口
城
資
料
館

☎ 

６
３
ー
5
5
7
7

■
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
＊

　

�

企
画
展
﹁
甲
賀
の
城
を
み
て
み
よ
う
﹂

開
催
中

☎ 

６
６
ー
1
0
5
6　

 

６
６
ー
1
0
6
7

■
東
海
道
伝
馬
館
＊

　

�﹁
嶋
岡
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
教
室
展
﹂
開

催
中

☎ 

／

 

６
６
ー
2
7
7
0

■
甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館
＊

　

�

企
画
展
﹁
甲
賀
の
薬
～
と
っ
て
お
き
話

～
﹂
開
催
中
☎ 

／

 

８
６
ー
7
5
5
1

※�

関
西
文
化
の
日
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
﹁
関
西
文
化
.
c
o
m
﹂
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
右
記
各
館

廣ひ
ろ
た
り
ょ
う
じ

田
良
二
写
真
展

～
国
内
編
（
自
由
作
品
）
～

日
時　
11
月
20
日︵
土
︶～
29
日︵
月
︶

10
時
～
18
時
︵
最
終
日
は
16
時
ま
で
︶　

24
日︵
水
︶～
26
日︵
金
︶は
休
館

場
所　
甲
賀
図
書
情
報
館　

市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー

 

甲
賀
図
書
情
報
館

☎ 

８
８
ー
7
2
4
6　

 

８
８
ー
7
0
0
5

夜
空
旅
人
（
天
体
観
望
会
）

「
ほ
う
き
星
っ
て
な
あ
に

～
昼
の
星
を
見
て
み
よ
う
～
」

日
時　
11
月
27
日︵
土
︶10
時
～
12
時

場
所　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

内
容　
天
体
の
お
話
、
春
の
一
等
星
・
金

星
・
太
陽
な
ど
の
観
望

申
込
方
法　
電
話
に
て
左
記
ま
で

申
込
締
切　
11
月
26
日︵
金
︶先
着
20
名

※�

天
候
・
人
数
等
に
よ
り
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
昼
間
の
天
体

観
望
会
で
す
。

 
 

か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎ 

８
８
ー
4
1
0
0　

 

８
８
ー
5
0
5
5

に
ん
く
る
土
曜
塾

「
ボ
ン
ド
で
か
ん
た
ん
ア
ー
ト
」

日
時　
12
月
11
日︵
土
︶10
時
～
11
時
30
分

場
所　
に
ん
く
る
児
童
館
︵
相
模
教
育
集

会
所
︶

内
容　
﹁
ネ
ッ
ク
レ
ス
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
﹂

定
員　
15
名

申
込
締
切　
12
月
３
日︵
金
︶

 
 

相
模
教
育
集
会
所

☎ 

８
８
ー
5
6
9
2　

 

８
８
ー
5
6
9
6

『
甲
賀
市
史
』
第
7
巻
「
甲
賀
の
城
」

刊
行
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　
11
月
27
日︵
土
︶14
時
～
16
時
30
分

場
所　
忍
の
里
プ
ラ
ラ

テ
ー
マ　
大
築
城
時
代
と
甲
賀

講
師　
村む

ら
た田

修し
ゅ
う
ぞ
う三

氏
、中な

か
い井

均ひ
と
し

氏
、

中な
か
に
し西

裕ひ
ろ
き樹

氏
、藤ふ

じ
お
か岡

英ひ
で
の
り礼

氏

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

　
当
日
は
第
7
巻
﹁
甲
賀
の
城
﹂
の
予
約

引
換
と
先
行
販
売
も
行
い
ま
す
。

 

歴
史
文
化
財
課 

市
史
編
さ
ん
室

☎ 

8
6
ー
8
0
7
5　

 

8
6
ー
8
2
1
6

甲
賀
・
湖
南
市
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ

ル
フ
大
会

日
時　
12
月
３
日︵
金
︶

場
所　
名
神
竜
王
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

参
加
費　
キ
ャ
デ
ィ
付
１
４
、２
３
０
円
、

セ
ル
フ
１
１
、５
０
０
円
︵
チ
ャ
リ
テ
ィ

基
金
、
食
事
、
賞
品
代
等
含
む
︶

申
込
方
法　
電
話
に
て
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

 
 

名
神
竜
王
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

☎ 

6
2
ー
4
3
8
7　

 
6
2
ー
7
9
0
6

げ
な
げ
な
市

日
時　

12
月
５
日︵
日
︶10
時
～
15
時
頃

︵
小
雨
決
行
︶

場
所　
信
楽
町
新
宮
神
社
境
内
と
参
道

※�

入
場
無
料
。
げ
な
げ
な
市
は
毎
月
第
１

日
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
手
作
り
市

で
す
。

※�

出
店
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
１

ブ
ー
ス
１
、０
０
０
円
︵
バ
ザ
ー
用
品

や
リ
サ
イ
ク
ル
用
品
販
売
は
不
可
︶。

 

信
楽
G
I
P
げ
な
げ
な
市
実
行
委
員
会

☎ 

８
２
ー
0
0
1
6　

 

８
２
ー
2
8
1
4

関
西
文
化
の
日

期
日　
11
月
20
日︵
土
︶、
21
日︵
日
︶

内
容　
次
の
各
館
の
入
館
料
が
無
料
︵
＊

印
は
通
常
も
入
館
無
料
︶。

■
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎ 

６
３
ー
6
7
1
2　

 

６
３
ー
0
4
6
6

■
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

12月１日は「いのちの日」
　いのちの日とは、こころの健康問題に関して正しい理解を
知っていただくために普及・啓発を行う日です。
　自らいのちを絶った人は、なんらかの「こころの病気」を
有していたと報告があります。
　このうち多いのが「うつ」です。うつは、物事を考えるこ
とがマイナス思考になり物事が冷静に考えられない状態にな
りやすいといわれています。そのうち精神科治療を受けてい
た人は２割程度です。
　早めに「うつ」に気づき、適切に治療をうけることは大切

なことです。
　しかし、受診につながりにくい場合が多いのも事実です。
　受診をすすめるポイントは、家族や周囲の人々が心配して
いるということをどのように伝えるか・・・
●例として
　「私はあなたを心配している」
　「病気でなかったら安心できる」
　「少しでも楽になれるかもしれない」など身近な人が声を
かけていただくのもひとつです。

滋賀いのちの電話
（自殺予防　相談電話）

ひとりで悩まないで　かけてみませんか。
話すだけでこころが和むものです。 ☎077-553-7387

（毎週金・土・日曜日）10時～22時

2010.11.1515 平成22年11月15日



　乳幼児期の子どもを持つ保護者の方が、親子の絆を
深め心豊かな子どもを育てていくことを応援するため、
市内の施設でいろいろな事業を行っています。

※�参加対象は市内の未就学児とその保護者です。どの地域
の活動にも参加していただけます。

※�講座等の詳しい内容については各担当にお問い合わせく
ださい。

家庭教育支援事業（こども未来課）
・ 　☎ 86-8171　  86-8380

★親子食育講座「親子でチャレンジ　おせち料理」
日　時／10日(金)10：00～12：00
場　所／かえで会館（甲南）
対　象／3歳以上児とその保護者のペア　
定　員／要申込・先着12組
参加費／600円程度
持ち物／エプロン、三角巾（親子とも）、手ふきタオル、
　　　　上靴（子どものみ）

★親子ふれあい音楽広場「おひざでだっこのコンサート」
日　時／14日(火)10：30～11：30
場　所／鹿深ホール（水口中央公民館横）
※申込不要

★乳幼児おはなし広場（同じ内容で２回開催）
日　時／21日(火)10：30～10：50、11：00〜11：20
場　所／水口図書館  ※申込不要

公民館事業
★スマイルキッズ　 ・ 　☎ 82-8075　  82-2463▲

日　時／10日（金）10：00～12：00
　場　所／信楽中央公民館

　「クリスマスリース作り」
　材料費／300円
　申込締切／12/8（水）

★ホッとスペース
　   かふか生涯学習館　☎ 88-4100　  88-5055

日　時／2日（木）10：00～12：00
場　所／佐山荘（甲賀北保育園横）

「おりがみであそぼう」

児童館事業
★にんくる子育て広場　 ・ 　☎ 88-5692　  88-5696

日　時／3日（金）10：00～11：30
場　所／にんくる児童館（甲賀 相模教育集会所）

「布でつくるサンタクロース」
定　員／先着10組　申込締切／11/26（金）
材料費／200円

★かえで子育て広場　 ・ 　☎ 86-4363
日　時／16日（木）10：30～11：30
場　所／かえで会館（甲南）
　　　　�「お楽しみ会」パネルシアターやゲームで遊

びましょう
定　員／先着15組（要申込）
参加費／100円

親 子 対 象 の 催 し
12月の予定

小
学
生
の
た
め
の
国
際
理
解
講
座

世
界
ま
な
び
じ
ゅ
く
2
0
1
0

第
２
回　
国
旗
を
つ
く
ろ
う

日
時　
12
月
12
日︵
日
︶10
時
～
12
時

場
所　
碧
水
ホ
ー
ル　
練
習
室

内
容　
あ
る
国
の
王
様
か
ら
皆
さ
ん
に

国
旗
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
ほ
し
い
と

い
う
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
さ

て
、
素
敵
な
国
旗
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

か
な
？

対
象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
︵
今
回
は

親
子
で
作
業
を
し
ま
す
︶

参
加
費　
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会
会
員

３
０
０
円　
非
会
員
５
０
０
円

持
ち
物　
筆
記
用
具
・
色
鉛
筆
︵
ク
レ
ヨ

ン
、マ
ジ
ッ
ク
な
ど
も
可
︶、ま
な
び
じ
ゅ

く
名
札
︵
あ
る
人
︶

定
員　
親
子
30
組

申
込
締
切　
12
月
３
日︵
金
︶　

 
 

甲
賀
市
国
際
交
流
協
会
（
月
～
金

10
時
～
17
時
）
☎ 

／

 

６
３
ー
8
7
2
８

国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ

～
楽
し
か
っ
た
ら
エ
エ
や
ん　

笑
ろ
た

ら
エ
エ
や
ん　

め
っ
ち
ゃ
エ
エ
や
ん
～

日
時　

12
月
12
日︵
日
︶11
時
30
分
～
16

時
30
分

場
所　
碧
水
ホ
ー
ル

内
容　
サ
ン
バ
や
江
州
音
頭
の
踊
り
や
、

各
国
の
飲
食
物
の
販
売
、
多
種
多
様
な
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
活
動
紹
介
・
展
示
。
来

て
・
観
て
・
楽
し
む
国
際
交
流
の
お
祭

り
で
す
。

※
入
場
無
料
︵
飲
食
物
な
ど
は
チ
ケ
ッ
ト

購
入
︶

 

甲
賀
市
国
際
交
流
協
会
（
月
～
金　

10
時
～
17
時
）
☎ 

／

 

６
３
ー
8
7
2
8

森
林
ホ
ー
ル
で
味
わ
う
コ
ン
サ
ー
ト
シ

リ
ー
ズ
V
o
l.
8

小
さ
い
秋
、
見
つ
け
た

～
み
ん
な
で
歌
う
思
い
出
の
う
た
～

日
時　
11
月
23
日︵
火
・
祝
︶14
時
開
演

場
所　
森
林
文
化
ホ
ー
ル
︵
土
山
︶

伴
奏
・
進
行　
山や

ま
き
た
る

北
留
美み

、
井い

の
う
え上

政ま
さ

廣ひ
ろ

入
場
料　
５
０
０
円
︵
コ
ー
ヒ
ー
＆
ス

イ
ー
ツ
付
︶

 

あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル

☎ 

６
６
ー
1
6
0
2　

 

６
６
ー
1
6
0
3

募　
　
　
　
　

集

サ
ン
ト
ピ
ア
水
口　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

冬
の
短
期
教
室　

受
講
生
募
集

◎
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
＆
迎
春
の
い
け
ば
な
教
室︵
定
員
10
名
︶

日
時　
12
月
15
日︵
水
︶、
22
日︵
水
︶19
時

～
21
時︵
全
２
回
︶

受
講
費　
４
、２
０
０
円

申
込
期
間　
11
月
15
日︵
月
︶～
30
日︵
火
︶

の
９
時
～
21
時︵
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
︶

対
象　
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
15
歳

以
上
35
歳
以
下
の
方︵
中
高
校
生
は
除
く
︶

※�

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
等
、
詳
し
く

は
左
記
ま
で
。

 
 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎ 

６
３
ー
2
9
5
2　

 

６
３
ー
6
7
8
8
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12
月

あかちゃんひろば………０～１歳の未就園児とその保護者
ぴょんぴょんひろば……１～２歳半の未就園児とその保護者
キッズランド……………2歳半以上の未就園児とその保護者

●�お住まいの地域でお互いに顔見知りになり、情報交換、仲間づ
くりをしていただくために、各支所エリアの方を対象としてい
る事業があります。各支援センターにお問い合わせください。

※場所の掲載がないものは、各子育て支援センターで行います。
※子育て広場の対象は、右記のとおりです。 お茶、タオル、着替え、帽子など、各自必要な持ち物をお持ちください。

☎／  65-5511
〈利用時間〉月〜土 9:00〜17:00

水口子育て支援センター

あかちゃんひろば（自由あそび）
日時 ▼14日（火）10：00〜11：30
ぴょんぴょんひろば
日時 ▼ �1、15日（水）10：00〜11：30
内容 ▼  １日　マラカス作り、はさみ
　　　15日　クリスマスお楽しみ会
その他 ▼ �15日のみ要申込（45組）
わくわくひろば(クリスマスお楽しみ会) 
日時 ▼21日（火）10：00〜11：30
場所 ▼ �水口西保育園遊戯室
対象 ▼ �2歳半以上の未就園児とその保

護者
その他 ▼要申込 100組
あかちゃんルーム
日時 ▼6、13、20日（月）13：30〜15：00
対象 ▼ �生後2、3か月頃からの子どもと

その保護者
　　　６ 日　H22.7月生まれ
　　　13日　H22.8月生まれ
　　　20日　H22.9月生まれ
オープンルーム（自由あそび）
日時 ▼8、22日（水）・2、16日（木）
　　　9：30～11：30
　　　14日（火）13：00～15：00
対象 ▼ �未就園児とその保護者
エコ講座(ビフォアフター)
日時 ▼10日（金）10：00～11：30
対象 ▼0～2歳の未就園児とその保護者
持ち物 ▼ �牛乳パック、新聞紙
その他 ▼ �要申込（20組）

　　　　

☎ 66-0375　      -   　　
〈利用時間〉月〜金 9:00〜17:00

土山子育て支援センター

あかちゃんひろば
日時 ▼ �８日（水）10：00〜11：30
ぴょんぴょんひろば
日時 ▼ �17日（金）10：00〜11：30
オリジナルカレンダーを作ろう
日時 ▼ ��２日（木）9：20〜11：40（時間入

れ替え制）
対象 ▼ �未就園児とその保護者
その他 ▼ �要申込　託児有
おひさまポケット（サンタがくるよ！）
日時 ▼ �14日（火）11：00〜11：30
対象 ▼ ��未就園児とその保護者
場所 ▼ ��フィランソ土山

☎ 88-8115　  88-8145
〈利用時間〉火〜土 9:00〜17:00

甲賀子育て支援センター

あかちゃんひろば
（簡単なおもちゃをつくろう）
日時 ▼ �10日（金）10：00〜11：30
持ち物 ▼ �はさみ、空き容器２個（ヤクル

トもしくはプリン）
あかちゃんひろば（クリスマス会）　
日時 ▼ �24日（金）10：00〜11：30
場所 ▼ �甲賀創健館フィットネスルーム
その他 ▼ �要申込
ぴょんぴょんひろば（クリスマス会）
日時 ▼ �21日（火）10：00〜11：30
対象 ▼ �１歳半からの未就園児とその保護者
ぴょんぴょんひろば（みんなで掃除）
日時 ▼ �28日（火）10：00〜11：30
対象 ▼ �１歳半からの未就園児とその保護者
持ち物 ▼ �ハンカチ
リトルひろば（自由あそび）
日時 ▼ �14日（火）10：00～11：30
対象 ▼ �０歳からの未就園児とその保護者
ひよこサロン（ふれあいあそび）
日時 ▼３日（金）10：00～11：30
対象 ▼ �0～1歳児とその保護者
おとうさんとあそぼう（工作）
日時 ▼18日（土）10：00～11：30
対象 ▼ �０歳からの未就園児とその保護者

（お父さん）
その他 ▼ �定員10組　要申込

☎／  86-0949
〈利用時間〉月〜金 9:00〜17:00

甲南子育て支援センター

あかちゃんひろば
日時 ▼14、21日（火）10：00〜11：30
対象 ▼14日　6か月までの赤ちゃん
　　　21日　7か月～1歳の赤ちゃん
ぴょんぴょんひろば
日時 ▼13日（月）10：00〜11：30
おはなし会
日時 ▼16日（木）10：00〜11：30
対象 ▼2歳半頃からの未就園児とその保護者
ほっこりルーム
日時 ▼ �20、27日（月）、3日（金）
　　　 9：30～11：30、13：00～15：00
　　　６日（月）9：30～11：30
　　　13日（月）・7、14、21日（火）・1、8、
　　　15、22日（水）・9、16日（木）・10、
　　　17、24日（金）13：00～15：00

出前ひろば「ほっとタイム」
日時 ▼６日（月）10：00〜11：30
対象 ▼ �未就園児とその保護者
場所 ▼ �寺庄公民館
第2回子育て講座

「おしえて！食品表示のあれこれ」
日時 ▼２日（木）10：00〜11：30
対象 ▼ �未就園児とその保護者
場所 ▼ �甲南青少年研修センター
その他 ▼ �定員10組　要申込

☎／  82-2799
〈利用時間〉火〜土 9:00〜17:00

信楽子育て支援センター

あかちゃんひろば
日時 ▼2、16日（木）10：00〜11：30
対象 ▼ �0～1歳の赤ちゃんとその保護

者、妊娠中のお母さんとお父さん
ぴょんぴょんひろば
日時 ▼８日（水）・17日（金）・21日（火）
　　　10：00〜11：30
場所 ▼8、17日�　信楽子育て支援センター
　　　21日　信楽開発センター
内容 ▼21日　クリスマス会 　 　

対象 ▼  ８日　H19.10月～H.20.3月生まれ
　　　17日　H19.4月～9月生まれ
　　　21日　H20.4月～H21.3月生まれ
じいじ＆ばあばと遊ぼうひろば

「 クリスマスグッズづくり 」
日時 ▼3日（金）10：00〜11：30
対象 ▼ �未就園児とその祖父母
親子しめ縄づくり講座
日時 ▼22日（水）10：00～11：30
対象 ▼ �未就園児とその保護者
その他 ▼ ��定員10組　要申込12月16日

（木）締切
パパッとあつまれ！「しめ縄づくり」　
日時 ▼25日（土）10：00～11：30
対象 ▼ �未就園児とそのお父さん

作って遊ぼう
日時 ▼7日（火）10：00〜11：30
場所 ▼ �各子育て支援センター（土山

は土山支所２階）
持ち物 ▼ �はさみ、のり　など
※�内容や持ち物など詳細について

は各支援センターへお問い合わ
せください。
 各子育て支援センター

12月のキッズランド

2010.11.1517 平成22年11月15日



移
動
図
書
館
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
図
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

12月

甲
賀
図
書
情
報
館

土
山
図
書
館

水
口
図
書
館

信
楽
図
書
館

甲
南
図
書
交
流
館

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 63-7400
FAX番号／ 63-4737

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 66-1056
FAX番号／ 66-1067

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 88-7246
FAX番号／ 88-7005

開館時間／ 10：00〜18：00
　　 　 　（金曜日は21：00まで）
電話番号／ 86-1504
FAX番号／ 86-1505

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 82-0320
FAX番号／ 82-3921

　日本の秋を象徴する花であるキクは、法
律で定められた国花ではありませんが、春
のサクラとともに日本を代表する花とさ
れています。日本には奈良時代に中国から
遣唐使などによって、薬用植物（解熱、解
毒、頭痛、めまい、耳鳴り、長寿などの効能）
として入って来たと言われています。平安
時代になると貴族社会においてキクを観
賞する習慣が生まれてきました。「菊合わ
せ」という行事が行われ、和歌を添えてキ
クの花を持ち寄り、その優劣を競い合いま
した。これは今の菊花展と同じように考え
られます。
　一般庶民にキク作りが広がったのは、江
戸時代中期で新花を競う「菊合わせ」が盛
んになった頃からで、入賞すると新花の苗
１本が３両にもなったため、一獲千金と名
誉をかけて一般愛好家が交配実生に熱中
し、次々と優れた品種が誕生しました。
　現在、栽培されている中国生まれのキク
を「イエギク（家菊）」と呼び、リュウノウギ
ク、イソギク、ハマギク、ヨメナなど、古来
から日本に野生しているキクの仲間をま
とめて「ノギク（野菊）」と呼んでいます。
　「野菊」と言えば思い出す小説に、伊

い と う

藤
左
さ ち お

千夫の「野菊の墓」があります。斎
さいとう

藤政
まさ お

夫
と２歳年上のいとこ・民

たみ こ

子との淡い恋を描
いたものが有名です。夏

なつ め

目漱
そうせき

石も絶賛した
と言われていますので、今一度、読み直し
てみてはいかがですか。

催し
4 土 14：00～14：30 おはなし会
12 日 10：30〜11：00 人形劇

12 日 14：00〜15：00 おりがみ教室
＊子ども向け

18 土 14：00～14：30 おはなし会

28 火 ①10：30〜10：50
②11：00〜11：20

 おはなし会
＊乳幼児向け

催し

11 土 16：00～16：30 おはなし会

25 土 15：30～16：30 クリスマス
おはなし会

催し

2 木 11：00〜11：45 おはなし会
＊乳幼児向け

11 土 16：00〜17：00 おはなし会

16 木 11：00〜11：45 おはなし会
＊乳幼児向け

25 土 16：00〜17：00 おはなし会

26 日 15：00〜16：00 ティータイム・ジャ
ズ・コンサート

催し

3 金 13：30～15：30 対面朗読
＊事前予約要

11 土 11：00～11：30 おはなし会
＊乳幼児向け

17 金 13：30〜15：30 対面朗読
＊事前予約要

19 日 11：00〜 おやこでえいがかい「く
まのコールテンくん」

19 日 14：00〜 ふるる日曜名画座
「夢」

25 土 14：00〜14：30 おはなしたまてばこ
おはなし会

催し
11 土 14:00～15:00 おはなし会と工作
25 土 11:00～11:30 おはなし会

26 日 14:00～15:40
日曜映画会「ノ
エルー星降る夜
の奇跡ー」

27 月 11:00～11:30 おはなし会
※乳幼児向け

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

●甲賀市図書館ホームページ
http://lib.city.koka.shiga.jp/

 休館日　  閉館作業日

らいぶらりん

移動図書館 地域 小学校
1 水 伴谷方面 伴谷小学校
6 月 松尾・岩上方面 伴谷東小学校
7 火 柏木・伴谷方面 柏木小学校
8 水 ー 水口小学校
13 月 ー 綾野小学校
14 火 貴生川方面 貴生川小学校

移動図書館 地域 小学校

7 火 油日方面 佐山小学校
13 月 ー 大原小学校
14 火 佐山方面 油日小学校
21 火 大原方面 ー

移動図書館 　小学校

9 木 多羅尾小学校
10 金 朝宮小学校
16 木 信楽小学校
17 金 小原小学校

移動図書館 　小学校

15 水 山内小学校

15 水 鮎河小学校

移動図書館 　小学校
22 水 甲南第三小学校

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

※�保存期間を過ぎた雑誌を譲ります。12/4
（土）〜12（日）※なくなり次第終了・予約不可
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12月
相談は無料ですので、お気軽にお越しください。

　法務大臣が委嘱した人権擁護委員が、日常生活での
悩みごとや心配ごとのほか、地域や職場でのトラブル
や差別など、様々な相談に応じます。申し込みは不要
です。

●	 6日（月）	 土山開発センター２階談話室
●	 6日（月）	 甲賀支所１階第1相談室
●   6日（月）・21日（火）	　甲南庁舎２階団体室
●	 9日（木）	 水口社会福祉センター２階身障研修室
●	10日（金）	 信楽開発センター １階会議室Ｆ
時間／ 13：30 ～ 16：00

人権なんでも相談
人権推進課　☎ 65-0694　 63-4582

就　労　相　談
商工観光課　☎ 65-0710　 63-4087

　市が委嘱した結婚相談員が各地域で結婚を希望され
る方の相談に応じます。申し込みは不要です。

●4日（土）・18日（土）	 水口庁舎南別館１階
	 甲南農村環境改善センター
時間／ 13：00 ～ 16：00

結　婚　相　談
農業振興課　☎ 65-0711　 63-4592

　主に小・中学生に関する悩みごとや困りごとにつ
いて、臨床心理士やカウンセラーが相談に応じます。
予約制となっています。

問い合わせ受付／ 土・日・祝日を除く8：30〜17：15
場所／ 甲賀市適応指導教室ハッピーホーム、土山開発
センター談話室、甲賀創健館かふかルーム、甲南庁舎、
信楽子育て支援センター 2階やまびこルーム

教　育　相　談
学校教育課（こども教育支援係）  ☎ 86-8100  86-8196

　総務省が委嘱した行政相談委員が国の仕事や特殊法
人の業務について相談に応じます。申し込みは不要です。

●  6日（月）　水口社会福祉センター
●  6日（月）　土山開発センター
●  9日（木）　かふか生涯学習館
●15日（水）　信楽開発センター
●17日（金）　甲南庁舎２階団体室
時間／ 13：30 ～ 16：00

行　政　相　談
生活環境課　☎ 65-0686　 63-4582

　家庭や地域・職場での人間関係、男女間のトラブル
など、暮らしの中での様々な悩みごとに応じます。申
し込みは不要です。

●�１日（水）・3日（金）・6日（月）・8日（水）・10日（金）・
13日（月）・15日（水）・17日（金）・20日（月）・22日

（水）・24日（金）・27日（月）
　水口庁舎１階人権推進課内相談室
時間／ 9：00 ～ 16：00
※相談方法：電話または面接相談（面接相談は事前予約が必要）

男女の悩みごと相談
相談窓口　　☎ 65-0751　　　　　　　
人権推進課　☎ 65-0695　 63-4582

　就職・転職のための情報提供や公共職業安定所への
取次ぎを行います。また、雇用保険の受給者の方の就
職活動としてもご利用いただけます。申し込みは不要
です。

　●1日・8日・15日・22日（水）	 梅田会館
　●1日・8日・15日・22日（水）	 西教育集会所
　●2日・9日・16日（木）	 牛飼教育集会所
　●2日・16日（木）	 清和会館
　●7日・14日・21日・28日（火）	 かえで会館
　●8日・22日（水）	 伴谷公民館
　●9日（木）	 土山開発センター
　●14日・28日（火）	 新城教育集会所　
時間／ 9：30 ～ 11：30

　●1日・15日（水）	 水口中央公民館
　●1日・15日（水）	 かふか生涯学習館
　●3日・17日（金）	 泉教育集会所
　●3日・17日（金）	 相模教育集会所
　●3日・10日・17日・24日（金）	 信楽開発センター
　●7日・21日（火）	 宇川会館
　●8日・22日（水）	 上野教育集会所
　●10日・24日（金）	 大久保教育集会所
時間／ 13：30 ～ 15：30

2010.11.1519 平成22年11月15日



『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。
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「広報あい こうか」がホームページでも
ご覧いただけます！
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後 記
　育児をするお父さんの取材を通して、たくさんの素敵
なイクメンに出会いました。普段は仕事を持っているお
父さんたちですが、皆さん忙しいながらも我が子とふれ

あう時間を大切にされていて、お父さんも抱っこされた子どもたちも
自然体で、その周りには決まって家族の笑顔が広がっていたのが印象
的でした。
　別の日に行われた親子対象の催し会場で、今度はお母さんたちに夫
の育児についてたずねてみました。「平日の夜だけでなく休日も協力し
てほしい」といった意見が多い一方で、「育児は無理でも家族のために
毎日遅くまで働いてくれてありがたい」とねぎらう声も聞かれました。
　たとえ夫婦のかたちは違っても、お互いを思いやり、できることを協
力しあうことで、家族みんなが笑っていられたら、それが理想だと思い
ます。　ふ

も
の
づ
く
り
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甲賀市工業会についての問い合わせ
甲賀市工業会事務局（商工観光課）
☎ 65‐0709　 63‐4087
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甲賀ポン蔵
Ⓒ 2008 甲賀市工業会
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▲お話を伺った片岡代表取締役

▲今年7月に完成した市内の寺院
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市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。

今月の納税等

納期限は11月30日（火）です。

●国民健康保険税（８期）
●保育料・幼稚園使用料
●介護保険料（８期）
●後期高齢者医療保険料
●公共下水道使用料
　農業集落排水施設使用料
　処理施設使用料

平成22年

NO.20

11 15

▲ 信楽小児童が制作した信楽透器のランプシェード、
　 信楽まちなか芸術祭で展示中（関連記事は7ページ）
▲ 信楽小児童が制作した信楽透器のランプシェード、
　 信楽まちなか芸術祭で展示中（関連記事は7ページ）
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花 木 鳥ササユリ スギ カワセミ

甲賀市の花・木・鳥
旧町で定められていた花・木・鳥は、
これからも身近な地域のシンボルとし
て大切にしていきます。




